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＜はじめに＞

現代の代表的な精神分析学者の人にエリクソンと

いう人がいますが，この人はアメリカに住むユダ

ヤ人です。この人の著書もいくつか翻訳されてい

ますが，なかなか難解だという評判のあるもので

す。彼の使った概念のうち，日本でもっとも使わ

れているものは「同一性」という概念でしょう。

ところが，この同一性の概念も，難解なものの一

つにかぞえられ，ああでもない，こうでもないと

いう専門家の論議をきくことがありますが，そん

な論議はここでは関係のないことで，ただ話を始

めるきっかけに借用しようと思います。

＜市民だけれど住人＞

私は，もし，誰れかからあなたは横浜の市民なの

か，住人なのか，と尋ねられたなら，市民だけれ

ど住人だと答えるでしょう。もしエリクソンが，

アメリカの市民なのか住人なのか，と尋ねられる

と，彼はおそらくアメリカの市民だけどユダヤ人

であると答えるでしょう。もちろん，これは仮定

です。こう仮定すると，ただ，私か市民だけど住

人だといいたい気持ちが理解してもらえると思い

ますから，エリクソンが上述のように答えるもの

としておきたいだけです。

ということは，私はユダヤ人と同等だということ

です。だが，残念なことがあります。ユダヤ人の

エリクソンは，同一性という概念をもっておりま

すが，私には，その概念がないのです。ユダヤ人

は世界のあちこちに離散しています。アメリカに

住めば,アメリカの市民権をもつでしょう。だが，

彼らは依然としてユダヤ教をもっておりますし，

ユダヤ人だということを忘れようとはしていない

といえます。ユダヤ教のさまざまな戒律を守るこ

とによって，ユダヤ人であろうとしています。ユ

ダヤ人としての同一性を獲得し，維持しようとし

ています。エリクソンは，アメリカの市民権をも
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っております。だが，彼はユダヤ人なのです。私

は横浜に住み，市民税もとどこおりなく払ってい

ます。市が設立した学校に勤務しています。住居

も市内にとっています。こうした意味では，私は

横浜の市民です。だが，横浜市民として獲得しな

ければならない，また，維持しなければならない

同一性があるかと問われると,ノーと答えざるを

えないのです。エリクソンは，たまたま，アメリ

カに住み，市民権をもっています。しかしユダヤ

人です。私は，たまたま横浜の設立する学校に就

職し，横浜に住むようになったのですが，私はな

んだ，と自問せざるをえないのです。私はたまた

ま，横浜の住人であるということにすぎないので

す。たとえ，横浜の設立した学校に就職したから

といって，横浜の市民でなく，横須賀の市民でも

いいし，東京の都民でもいいのです。横浜の市民

でなければならない理由がないのです。だけどエ

リクソンは，どこの市民であっても、ユダヤ人で

なければならないのです。彼はボストンの住人で

すが，ユダヤ人です。私は，同じ意味で横浜の市

民ですが，なに人であろうとしているといえるで

しょうか。

＜私は日本人＞

ある人はいうかもしれません。お前はなんともの

わかりの悪い人間か，と。お前は日本人ではない

か。日本人なら日本人であろうとし，日本人であ

ることを自覚すべきではないかと。この言葉，こ

の批判は，しごくもっともなことです。しごくも

っともだというのは，私が国粋主義者だという意

味ではありません。私は，誰からどう見られて

も、日本人だといわれる以外に，なんともいえな

いからです。ただし，ここに但し書がつきます。

明治以来の多くの日本人と同様に，私は外国から

多くのものを学びましたし，誇張していえば，日

本人の思考様式より外国人の思考様式を学ぶよう

に勉めてきております。いまもその傾向がありま

す。一般的に教育をうけるということは，アメリ

カ人，ドイツ人，中国人になろうとすることだと

いっても過言マはないでしょう。だが，アメリカ

人、ドイツ人，中国人になることは決してできな

いのです。エリクソンはユダヤ人であり，ユダヤ

人になろうとし，ユダヤ人になることができま

す。私は日本人で，外国人になろうとし，外国人

になることができないのです。私はユダヤ人に比

較されるべきより，ジプシーに比較されるべきで

しょう。

もし私か横浜に生れ,横浜に住んでいるとすれば，

すこし事情がことなるでしょう。おそらく，私か

生れ故郷で就職していたらどうなるか，それを考

えてみればよくわかります。だが，私は故郷に住

んでいるわけでもありません。いわゆる団地とい

う小鳥の巣のような住家に住んでおります。ユダ

ヤ人たちも、ある時期にユダヤ人の団地に閉じこ

められていたことがあります。だが私は閉じこめ

られたわけではなく，形式的には自分から団地を

選択したともいえます。ユダヤ人はユダヤ人と共

に住むことを強制されたのですが，私は住居を選

択しましたが，誰と隣り近所になるかを選択した

わけではありません。誰れが隣りにくるか，は全

く偶然です。好きな人がくるかもしれませんが嫌

いな人がくるかもしれません。

＜団地と故郷＞

私には私なりの独断と偏見があります。誰でも同

じように好意をもって生活するというわけにはゆ

きません。アメリカの団地生活での社会的関係を

調査したフェスティンガーたちは，同じ道を利用

する人々は，接触の頻度が大きくなり，交渉をも

つようになるといいます。これはもっともなこと

だと思いますが，私たちの場合は，少し事情が異

なるのではないかとも思います。同じ道を利用せ
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ざるをえないし，あまり接触が多すぎるので，で

きることなら，もう少し独りになりたいものだと

思わざるをえないのです。大きな場所に少ない人

が住んでいるのと，狭いところに多くの人が肩を

接して住んでいるのとのちがいともいえます。し

かし，狭いところに多くの人が住んでいれば，お

互に反目しなければならないという理由にはなり

ません。お互が知恵を働らかすなら，住みよい地

域にもすることができるでしょう。実際に，みん

ないかにしたら住みよくなるかを考え，その方向

に向っているともいえます。

私の見るところでは，この方向が全く伝統に反し

ているようです。ある人たちは，この団地の地域

を一つの故郷にしようと思っています。もし団地

が故郷であるなら，おそらく故郷に住んでいると

いうことで，漠然とはしていますが，人の人間と

しての同一性を維持できるように思います。たと

えば，団地の中で故郷でみられるようなお祭りを

したり，盆踊りを催したり，町会の集りをもとう

とします。こうした催しがあれば，そこに集る人

々もあります。それでも主催者は成功したと感ず

ることもありましょう。来年も、同じように祭り

をやりましょう，とお互いに励しあうでしょう。

それで，団地は故郷として感じられたか，という

と，必ずしもイエースといえそうにありません。

ひと度，教育をうけた人々は，自分の家にかえっ

たとき，自分は日本人になるよりアメリカ人にな

りたい，フランス人になりたいと願っているので

す。隣りの人が日本人であることに気がいらない

のです。「日本人は………なんでもすぐこうだか

ら」と批判したくなるのです。こうした人たちが

集ったところで，お祭りも盆踊りも、故郷をつく

ることとは結びつきにくいのです。それでも故郷

をつくりたいという人は，盆踊りをやるよりほか

にないでしょう。故郷がつくられるためには，お

祭りや盆踊りをすることでなく，それから発生し

てくる同一性が地域の人々になければならないの

です。団地のなかには，そんな同一性を感ずる材

料は一片もありません。しかし，これは団地の特

色というより，都市の特色といってよいものでし

ょう。古い町でも、すでにお祭りも盆踊りもすた

れてきてしまっています。

＜「団地を住みにくくする」提案＞

しかし，これでは団地を故郷にしたいと願ってい

る人たちに申しわけありませんから，団地を故郷

にする試案を提供してみたいと思います。もっと

単純で効果的な方法は，団地を地域社会として閉

鎖することです。団地の人々が団地以外の人々に

対して排他的になることです。もっと具体的にい

えば，団地の入口に関所を設けることです。よそ

者はむやみに団地にいれないことです。あるいは

団地を住みにくくすることです。

こんなふうにいうと，お前は正気か，といわれる

かもしれません。そう問われれば,私は正気です，

と答えます。もし団地の人口に関所をもうけて，

団地に用のない通り抜けの自動車の通行を禁止し

たとします。これで文句をいう人はいません。団

地の人は静かになったと喜ぶでしょう。危険なく

道路が歩けるようになったと喜ぶでしょう。もう

少し禁止を強くするとしましょう。団地の人々の

自家用車といえども団地のなかにいれないことに

するとしましょう。そうすれば，不便だといって

文句をいう人がでてくるでしょう。自動車をもっ

ている人は団地から出て行ってもらえばいいので

す。住みにくいと感じた人は，自分から出てゆけ

ばよいのです。これだけの規則を守れる人だけが

団地に残ることになり，この規則を破った人は追

放するのです。

こうした話は，正気で真面目に考えるべき問題を

ふくんでいるという独断と偏見を私はもっていま

すが，おそらく，多くの人は規則という言葉をき
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いただけで嫌がると思います。規則をつくるので

なく，規則を破ることに価値があると単純に考え

る人があまりに多いからです。だから，こうした

提案は正気の沙汰ではない，と一笑にふされるで

しょう。住みにくい横浜市をつくる，といえば市

の理事者は精神病院におくられるほかないでしょ

う。だが，念のためにもう一言だけつけ加えさし

てもらいたいと思います。もう数年前のことにな

るかと思いますが，横浜市の人は横浜市で煙草を

買いましょう，という広告をみたことがあります。

それ以来，私は東京に出かけるとき，ポケットの

煙草をしらべて，これでは横浜に帰るまで煙草が

足りないな，と思うときは，まづ煙草を買って電

車に乗っています。これはいまでは習慣のように

なっています。私がこれまで排斥的な態度をとる

ようになったのは，横浜で煙草を買えば，それだ

けに相当する利益が横浜に還元されるときいたか

らです。こうした意味では，私は排他的な横浜の

住人です。しかし，こうしたことを，排他的にな

ることを教えてくれたのは，ほかならぬ市当局で

あったと記憶しています。

これはごく小さいエピソードに過ぎません。大局

からいえば，横浜市は，住みよい町づくりをする

ことを念願しています。団地の人も町の人も住み

よい地域をつくろうとしています。私も団地が住

みよくなることに反対するわけではありません。

しかし，住みよくなれば，それだけの犠牲が必要

であることも無視することはできないと思いま

す。

＜「勝手な人」と管理社会＞

私は小さな地方の都市に生れました。といって，

私か生れた時は，私の家はまだ村でした。市に編

入されたのは中学校に行くようになったころでし

た，そこでは汚物やゴミの処理は，それぞれの家

庭で適切な処置がとられていました。多くは近郊

の農家と契約して汚物を処理していました。都会

にやって来て，汚物の処理が役所の仕事であるこ

とを知ったときには驚きました。都会の人という

のは，自分のことを自分で始末できない勝手な人

だな，と思ったのです。今にして思えば，これは

管理社会の始まりで，田舎者が管理社会の人を勝

手な人と批評したものといえるでしょう。

現在，住んでいる団地に引越してくる前のことで

すが，階段の掃除を誰がするか，という問題がお

きてきました。当番制にして住人が掃除をすれば

よいという人がいるかと思うと管理費をふやし

て，掃除人を頼んだ方がいいという人もありまし

た。しかし，結局は管理費をふやすことも反対，

自分で掃除をすることも反対，ということで階段

はいつもよごれていました。今度，新しく引越し

てきた団地では，この問題は解決されておりまし

た。管理費は，前の団地に比較すれば数十倍に達

するものでしたが,I自分の家の前の階段も掃除す

る必要がなくなっておりました。掃除をしてくれ

る人が定期的に掃除をし，いつもきれいになって

います。私は時々空想します。いまにホテルと同

じように部屋のなかまで掃除をしてくれるように

なるのではないか,と。階段が掃除人によって管理

され，住人は掃除をする必要がなければ，それだ

け階段の住人の間でのいざこざはなくなります。

それだけ住みよくなります。住人はそれだけ自由

になったと考えるでしょう。

事柄は階段の掃除だけではありません。団地の管

理事務所は，すべて団地の保全と管理につくして

います。自分ではなにもする必要はありません。

管理事務所に電話すれば，こと足りるようにでき

ています。ある友人が，これからは団地に住むに

限ると私にいったことがあります。唐紙の張りか

えをするにも個人だと経師屋を探すのに苦労する

けど，団地にいれば，そんな苦労はない。いざと

いう場合も、個人の発言はすぐ消されるけれど，
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団地の人の発言は,全体の総意として尊重される，

というのです。団地万歳というわけです。まこと

に団地は住みよいということになります。

＜完全看護と住みよい町＞

こうした考えからいえば，住みよい町というのは

完全に管理された社会でなければなりません。子

どもが生れれば，その子の健康は保健所が管理し

てくれます。親は子の健康を心配する必要なく，

定期的に検診を受けていればよいのです。幼児の

教育が面倒で自信がなければ保育園にあずけてお

けばよいわけです。こんな話をきいたことがあり

ます。相談所に子どもをつれて来て，母親のいわ

く，この子には手をやいてこまっているので，な

んとか家庭におけるような子にしてほしい，この

子が家庭におけるようになったら引き取りにくる

から，ということであった。これはひどい無責任

な母親もいるものだ，とその話をきいた時に感じ

ましたが，よくよく考えてみると，社会はここま

で来ているのだな，と改めて反省せざるをえませ

んでした。

都会の人は，汚物を自分の責任で処理するのでな

く，それを役所の仕事と考えます。昔，私はこれ

に驚きましたが，自の子を教育するのは親の責任

でなく，社会の責任だと考えることは，今日では

常識です。無責任な親と思う方が，依然として自

分の責任を感じている田舎者だともいえるので

す。万事遺漏のないように、社会政策に重点をお

き，自由で住みよい町をつくれ，というのが念願

のようです。もし団地全体が，あるいは，横浜市

全体が完全看護の病院のように管理されたら，住

人たちは大喜びをすることでしょう。横浜市は血

のかよった政治をしている！と賞讃する人もでて

くると思います。

端的にいえば，団地の人々は，相互になんの連帯

性もなく，勝手気ままにふるまえることを願って

いるといえます。なんとかして連帯性をもてるよ

うこ，努力したりする人もありますが，市民では

なく住人だということでしょう。ところで，最近

はいたるところで公害の問題がおきています。団

地においても例外ではありません。個々人の生活

がなんらかの不利益をうけ，かつそれが共通のも

のであれば，いくら自分勝手な人の集まりでも，

集団をつくります。そして集団的陳情したり，抗

議したり，団体交渉をもったりするでしょう。共

通の集団の目的があれば，協力をおしまないわけ

です。こうした状況においては，団地は文字通り

に団結した地域の様相を帯びてきます。

＜団結と井戸端会議＞

ここで重要な一つの問題に遭遇します。人々が団

結するというのは，いいことだ，などと簡単に考

えないでほしいのです。卑近な例をとりあげてみ

ましょう。団地に井戸はありませんが，井戸端会

議は，どこでも簡単にひらけます。団結すること

はいいことだけど，井戸端会議はよくないという

人によくでくわします。だが，団結がよくないな

ら，井戸端会議もいいことのはずです。井戸端会

議をすることがよくない，といわれる理由は，集

って他人の悪口を肴にして喜んでいるという根性

がきたない，ということでしょう。しかし，人と

人が集って，相互に信頼しているかのような錯覚

におちいったり，相互に強く結ばれていると感ず

るのにもっとも有効な方法はなにか，といえば，

第三者の悪口をいうことだろうと思います。悪口

だけでなく，もっと積極的に敵意を示すことであ

れば，二人の結びっきはさらに強いものとなって

いるように感じられるでしょう。井戸端会議が第

三者の悪口をいうことに落着するのも，相互信頼

を確信しようとする人々の切なる要求からおきて

いるものといえるでしょう。団結を強固にするた

めには外敵をつくれ，といわれるのも、もっとも
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なことです。そうだとすると，井戸端会議こそは

人の切なる要求から生れた団結への願望のあらわ

れということになり，井戸端会議はよくない，な

どといえなくなってしまいます。

公害にむかって団地の人々はたちあかって団結し

た,というと,非常に勇ましく聞こえます。身勝手

な人たちも団地のなかに故郷を見つけたように生

きかえって来ます。しかし，その根底にある心情

は井戸端会議をすこし大きくしたものに過ぎない

のです。公害の対象に向って示す非難と抗議は，

井戸端会議とおなじようになります。井戸端会議

で第三者の隣人の悪口をいうとすれば，なにかと

るに足りないほどの細中に尾ヒレがつけられてあ

ることないことがねつ造されます。公害に対する

抗議でも，あることないことがねつ造され，抗議

のための抗議がおこなわれるようになってきま

す。これを井戸端会議といわなければ，ほかにい

いようのないものです。

＜団結のおきて＞

私は，ここで公害に向って団体的に抗議している

人々にケチをつけようとしているのではありませ

ん。身勝手な団地の人々が団結したからといって

相互信頼が回復されないなどといって喜ぶのは早

計だといいたいのです。団結して相互信頼が回復

された，というためには，井戸端会議以外の要因

が必要だ，といいたいのです。ここで最初のエリ

クソンの同一性という言葉を思い出してもらえれ

ば幸いです。ユダヤ人がユダヤ人として共同社会

を築きあげようとして，同一性をいかに学習して

いるかを思い出してもらえれば,と思います。ある

いは，青年たちは，しばしばヤクザに異常な関心

をもち，憧憬をもつことを思い出してもらっても

結構です。あるいは，一昨年からおきた大学の紛

争を指導し，共鳴した学生たちが，いかにヤクザ

映画を好んで見ていたかを思い出してもらっても

結構です。

青年たちがヤクザに憧憬し，ヤクザ映画に喝釆し

た理由はどこにあったと見るべきでしょうか。そ

の答えは，ヤクザが反体制的であるから，ともい

えます。それだけであるなら，もっと関心を示す

べきものもほかにあったはずだと思います。私は，

青年たちの無意識をゆり動かしたものは，おそら

く，その団結と掟の厳しさではなかったのか，と

考えております。おそらく，この社会で見られる

団結で，ヤタザの団結ほど強固なものはありませ

ん。そして，この団結は，井戸端会議のように第

三者を非難することによって維持されているもの

でもありません。団体の掟を守るという契いの盃

によって維持されています。一度，契いの盃をと

りかわしたならば，その契約を破棄することは絶

対に許されません。契約を破棄することは死に価

します。契いを守ることが絶対なのです。今日結

婚の約束をし，明日はそれを破棄するような約束

ではありません。軍隊風の服装が青年の間で流行

すると，軍国主義の復活だと批判する人々があり

ます。しかし，私は必ずしもそう思いません。ヤ

クザ映画に拍手する心理と軍人風の服装の流行と

の間には共通したものが見られると思います。そ

れは団結と掟のシンボルにほかありません。

人々は身勝手で自由で，なんの束縛もないことに

あこがれています。その反面，強固な結びつきを

求めております。孤独に耐えられないことをよく

知っているからです。だが，井戸端会議の方式で

結びつくこと，外敵を設定することによって日本

人の同一性を求めることではにがい経験をしてい

ます。そんな団結の仕方には，こりごりしている

のです。それなら，団結を求める方法は，厳しい

掟をつくる以外にないのです。青年たちは，厳し

い掟をつくり，それを守ることによって団結しよ

うとします。だからヤクザに憧憬の念をいだきま

す。だが，その掟を守ることができません！　あ
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るいは，守るべき掟，戒律，規則，道徳がないの

です。いや，しばしば古い道徳が壊され，新しい

道徳がまだ発見されてないといわれますが，発見

しようとしないのです。掟を守る自信を失ってし

まっているからです。管理社会は，掟をつくらな

くても、自分から掟を守らなくても，管理規則に

よってしぼりつけてくれます。

＜横浜市民は存在しうるか＞

さて,ぼつぼつ結論に移らなければなりませんが，

こう考えてくると，横浜市民というものが存在し

うるのだろうか，どうか疑問に思います。しばし

ば，いろんな都市で市民意識の調査なるものがお

こなわれることがあります。その調査を見ている

と，この都市についてどんな感情をいだいている

か，とか，この都市現状についてどんなことを知

っているか，などのことが質問項目として選ばれ

ております。しかし，横浜市に対して，好意をも

ち，横浜市のことをよく知っていたからといって

横浜の市民であるといえるか，といえば甚だ疑問

のように思います。パリが好きでパリに旅行し，

名所を歩きまわってごらんなさい。そうすればパ

リ人が，あなたは私よりパリをよく知っている，

というでしょう。だからといって，その人は決し

てパリの市民だとはいえないのです。いくら横浜

のことが好きで，よく知っていたからといって，

市民とはいえないのも同じ理屈です。

団地の人々は，時に大がかりな井戸端会議を招集

して，あたかも市民であるかの風を装うことがあ

るかもしれません。しかし，決して市民になろう

とはしないでしょう。管理事務所をもって，税金

とは別の管用費という税金を払っているからで

す。それで不自由を感じないからです。その意味

では，団地の住民は満足しているといえます。た

だし，これは管理者によります。

管理者は，住人に仕え，サービスをこととする公

僕であるし，支配者として君臨するかもしれませ

ん。危険な人物です。しかし，自分から掟をつく

り，守る自信を失った人々は，この危険な人物を

さけることはできないのです。

しかし，私は管理は管理者によってのみおこなわ

れると思いません。道は左を歩きましょう，とい

うとき道路の管理は始まっています。この道路の

通行規則は，横浜駅の地下道では，決して守るこ

とのできない規則です。もし，これを厳格に守る

なら歩行することは絶対に不可能です。この意味

で古い道徳はすてられました。管理者による通行

規則はなくとも，ラッシュの地下道を衝突するこ

となく歩行することができます。人々の通行の流

れはコンフォームして円滑に動いています。駅員

は声をからして人々の流れの波を統制する必要は

少しもありません。不思議なことに，地下道はラ

ッシュでないときの方が，はるかに人々は衝突し

そうになるのです。コンフォームは人々による管

理であろうと思います。地下道の流れを観察して

いれば，いかなる政治学の論文よりも暗示的で

す。

＜横浜市大教授＞
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